
令和6年 職業性疾病の発生状況/健康診断実施状況/ストレスチェッ
ク実施状況 （静岡労働局「労働衛生の現況」の統計より） ※記述１,２は協会作成

１ 職業性疾病の発生状況（休業4日以上の死傷災害）
① 増加傾向（令和5年に300件を超え、令和6年は341件で死傷災害の7.4％）
② 疾病（多い順）「負傷に起因する腰痛」162件、「異常温度条件による疾病」45件、

「負傷によらない業務上の腰痛」24件、「化学物質による疾病（がんを除く）」 23件
③ 死亡災害 2件※１

④ 増加要因
ア 労働者の高齢化※２、女性の就業率上昇など就業構造の変化（腰痛）
イ 気候変動（熱中症）
ウ 化学物質の自律的管理への移行（化学物質による疾病）

【※１ 職業性疾病による死亡災害】

１ 閉め切った倉庫内で内燃機関を動
力としたフォークリフト作業、一酸化
炭素中毒により死亡

２ 水が溜まった側溝内で意識不明の
状態で倒れていたが、搬送先病院で低
体温症により死亡

【※2 高年齢者の労働災害防止】

高年齢者に配慮した作業環境の改善等必
要な措置を講ずるように努めなければなら
ない（令和8年4月1日施行）



業種別職業性疾病の推移





定期健康診断項目別有所見率の推移

２ 定期健康診断（一般・特殊）実施状況
【一般】①有所見率が高い項目 「血中脂質」32.6％、「血圧」18.2％、「肝機能」15.8％

「血糖」15.5％
②有所見率上昇項目（平成27年比）「血圧」＋4.7、「胸部Ⅹ線」＋2.9、「貧血」＋2.7

「聴力（その他）」＋1.5、「心電図」＋1.2
【特殊】有所見率が高い健診（法令） 「電離放射線」10.2％、「高圧（潜水）」7.53％

（指導勧奨） 「ＶＤＴ（情報機器）」27.35％、「騒音」18.67％
「紫外線・赤外線」7.2％

令和6年 有害業務従事労働者の特殊健康診断実施状況
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